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(57)【要約】
【課題】専門知識や経験が豊富でない作業者においても
、効率的な図面情報の抽出作業が行える、図面情報抽出
装置を得る。
【解決手段】抽出規則適用部７は、過去蓄積情報Ｄ８、
抽出規則情報Ｄ４、対象図面情報Ｄ６、及び作業者操作
関連情報Ｄ１０４を受け、作業者操作関連情報Ｄ１０４
に基づき作業者が現在抽出対象としている抽出対象種別
である現在抽出対象種別を認識し、過去蓄積情報Ｄ８を
参照しつつ、対象図面情報Ｄ６が指示する少なくとも一
つの対象図面内で、現在抽出対象種別において抽出規則
情報Ｄ４が指示する抽出規則を満足する情報を、抽出支
援情報Ｄ７として抽出し、抽出支援情報Ｄ７を含む出力
表示情報Ｄ１０５を表示装置１０５に出力する抽出規則
適用処理を実行する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作業者による図面情報抽出作業中に抽出支援情報を提供する図面情報抽出装置であって
、
　過去の図面情報抽出作業から取得した過去図面に関する過去蓄積情報を格納する過去情
報蓄積部と、
　前記過去蓄積情報に基づいて、図面情報抽出作業における分類単位である抽出対象種別
単位毎に図面の抽出規則を指示する抽出規則情報を作成する抽出規則作成部と、
　前記抽出規則情報を格納する抽出規則格納部と、
　現在の図面情報抽出作業において、抽出の対象となりうる少なくとも一つの対象図面を
指示する対象図面情報を格納する対象図面格納部と、
　現在の図面情報抽出作業における作業者の操作に関連する作業者操作関連情報を取得す
る操作関連情報取得部と、
　前記過去蓄積情報、前記抽出規則情報、前記対象図面情報、及び前記作業者操作関連情
報を受け、前記作業者操作関連情報に基づき作業者が現在抽出対象としている抽出対象種
別である現在抽出対象種別を認識し、前記過去蓄積情報を参照しつつ、前記対象図面情報
が指示する前記少なくとも一つの対象図面内で、前記現在抽出対象種別において前記抽出
規則情報が指示する抽出規則を満足する情報を、前記抽出支援情報として抽出する抽出規
則適用部と、
　前記抽出支援情報を作業者が認識できる態様で出力する出力装置と、
を備える図面情報抽出装置。
【請求項２】
　請求項１記載の図面情報抽出装置であって、
　前記過去蓄積情報は、過去図面情報、過去閲覧情報及び過去抽出結果情報を含み、
　前記過去図面情報は、過去の図面情報抽出作業で抽出の対象となった少なくとも一つの
過去図面を指示し、前記少なくとも一つの過去図面はそれぞれ分類用の図面種別を有し、
前記少なくとも一つの過去図面はそれぞれ少なくとも一つの頁で構成され、前記少なくと
も一つの頁それぞれは分類用の頁名を有し、
　前記過去閲覧情報は、前記少なくとも一つの過去図面に関連して、抽出対象種別、図面
種別、及び頁名を指示するとともに、前記少なくとも一つの頁における作業者が過去に注
目した注目領域を指示する注目領域情報、及び過去の図面抽出作業を行った作業者に関す
る情報を指示する作業者情報をさらに有し、
　前記過去抽出結果情報は、過去の図面情報抽出作業で抽出された図面情報内の文字情報
を指示する、
図面情報抽出装置。
【請求項３】
　請求項２記載の図面情報抽出装置であって、
　前記抽出規則作成部は、抽出対象種別毎に、前記過去閲覧情報から、図面種別及び頁名
の組み合わせにより分類された頁別図面情報を第１の抽出規則情報として作成し、前記第
１の抽出規則情報が指示する第１の抽出規則は、前記第１の抽出規則情報の図面種別及び
頁名と同一または類似の関係を有することであり、
　前記抽出規則情報は前記第１の抽出規則情報を含み、前記抽出規則は前記第１の抽出規
則を含み、
　前記抽出支援情報は、前記対象図面情報が指示する前記少なくとも一つの対象図面内で
、前記第１の抽出規則を満足する図面上における、前記過去閲覧情報における前記注目領
域情報が指示する注目領域に対応する抽出注目領域を指示する第１の所在情報を含み、
　前記対象図面情報が指示する前記少なくとも一つの対象図面内で前記第１の抽出規則を
満足する図面を指示する第１規則満足図面情報は、前記頁別図面情報に対応する情報を含
む、
図面情報抽出装置。



(3) JP 2017-4094 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

【請求項４】
　請求項３記載の図面情報抽出装置であって、
　前記過去図面情報及び前記対象図面情報はそれぞれ図面内に現れる構造を指示する部品
情報を含み、
　前記抽出規則作成部は、抽出対象種別単位に、前記第１の抽出規則情報内の図面種別及
び頁名の組み合わせに合致する頁別図面情報において、前記過去閲覧情報における前記注
目領域情報が指示する注目領域内に共通して現れる構造を指示する構造情報を第２の抽出
規則情報としてさらに作成し、前記第２の抽出規則情報の指示する第２の抽出規則は前記
第２の抽出規則情報内の構造情報と同一または類似関係を有することであり、
　前記抽出規則情報は前記第２の抽出規則情報を含み、前記抽出規則は前記第２の抽出規
則を含み、
　前記抽出支援情報は、前記第１規則満足図面情報の前記抽出注目領域内において、前記
第２の抽出規則を満足する図面の構造情報である抽出構造情報を指示する第２の所在情報
を含む
図面情報抽出装置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４記載の図面情報抽出装置であって、
　前記過去図面情報及び前記対象図面情報はそれぞれ図面内に現れる文字を指示する文字
情報を含み、
　前記抽出規則作成部は、抽出対象種別単位に、前記過去抽出結果情報に共通して現れる
規則性である文字規則情報を指示する第３の抽出規則情報をさらに作成し、前記第３の抽
出規則情報の指示する第３の抽出規則は前記第３の抽出規則情報内の文字規則情報と同一
または類似関係を有することであり、
　前記抽出規則情報は前記第３の抽出規則情報を含み、前記抽出規則は前記第３の抽出規
則を含み、
　前記抽出支援情報は、前記第１規則満足図面情報の前記抽出注目領域内において、前記
第３の抽出規則を満足する図面の文字情報である候補値情報を含む、
図面情報抽出装置。
【請求項６】
　請求項３から請求項５のうち、いずれか１項に記載の図面情報抽出装置であって、
　前記作業者情報は作業者を識別する情報及び作業者の熟練度を指示する情報を含み、
　前記第１の抽出規則情報は、図面種別及び頁名の組み合わせに対応して設けられた作業
者重み情報をさらに含み、前記作業者重み情報は前記作業者情報の指示する作業者数及び
熟練度に基づき設定され、
　前記第１規則満足図面情報は複数の第１規則満足図面情報を有し、
　前記抽出規則適用部は、前記抽出支援情報を含む出力表示情報を生成し、
　前記出力装置は前記出力表示情報に基づき、前記抽出支援情報を作業者が視覚認識でき
る態様で表示する表示装置を含み、
　前記抽出規則適用部は、前記第１の抽出規則情報の前記作業者重み情報に基づき、前記
複数の第１規則満足図面情報の表示順序を指示する第１規則満足図面情報表示情報を作成
し、該第１規則満足図面情報表示情報を前記出力表示情報に含める、
図面情報抽出装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のうち、いずれか１項に記載の図面情報抽出装置であって、
　前記作業者操作関連情報及び前記対象図面情報に基づき、作業者の現在の図面情報抽出
作業の作業内容に反映させて前記過去蓄積情報を更新する過去情報更新部をさらに備える
、
図面情報抽出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は、作業者による図面情報抽出作業中に抽出支援情報を提供する図面情報抽出
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プラントの制御システムでは、上流工程において、展開接続図等の、複数の設計図面が
作成される。下流工程の開発においては、これらの設計図面に記載された内容から、開発
に必要な図面情報を抽出する作業を行う。
【０００３】
　特許文献１では、回路を辿りながら、図面を検索していくというような方法によって、
所望の図面を迅速に検索し、なおかつ使い勝手が良好で円滑に検索可能な技術が開示され
ており、選択した線番（配線番号）に対応する回路の行き先である図面を検索することを
実現している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－４９５６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　作業者による図面情報抽出作業中において、抽出すべき対象図面である設計図面に記載
された内容から開発に必要な図面情報を抽出しようとする際、設計図面の読解には専門知
識が必要であり、さらに開発に必要な情報を判断するためには経験が要求される。設計図
面から求める情報を短時間で効率的に取得するためには、作業者の図面情報の抽出作業を
支援する必要がある。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１で開示された図面管理装置にあっては、どの線番を調べれば
よいか、作業者自身が予め知っている必要があり、専門知識や経験が豊富でない作業者が
使用することは困難であるという問題点があった。
【０００７】
　この発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、専門知識や経験が豊富でな
い作業者においても、効率的な図面情報の抽出作業が行える、図面情報抽出装置を得るこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明に係る請求項１記載の図面情報抽出装置は、作業者による図面情報抽出作業中
に抽出支援情報を提供する図面情報抽出装置であって、過去の図面情報抽出作業から取得
した過去図面に関する過去蓄積情報を格納する過去情報蓄積部と、前記過去蓄積情報に基
づいて、図面情報抽出作業における分類単位である抽出対象種別単位毎に図面の抽出規則
を指示する抽出規則情報を作成する抽出規則作成部と、前記抽出規則情報を格納する抽出
規則格納部と、現在の図面情報抽出作業において、抽出の対象となりうる少なくとも一つ
の対象図面を指示する対象図面情報を格納する対象図面格納部と、現在の図面情報抽出作
業における作業者の操作に関連する作業者操作関連情報を取得する操作関連情報取得部と
、前記過去蓄積情報、前記抽出規則情報、前記対象図面情報、及び前記作業者操作関連情
報を受け、前記作業者操作関連情報に基づき作業者が現在抽出対象としている抽出対象種
別である現在抽出対象種別を認識し、前記過去蓄積情報を参照しつつ、前記対象図面情報
が指示する前記少なくとも一つの対象図面内で、前記現在抽出対象種別において前記抽出
規則情報が指示する抽出規則を満足する情報を、前記抽出支援情報として抽出する抽出規
則適用部と、前記抽出支援情報を作業者が認識できる態様で出力する出力装置とを備える
。
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【発明の効果】
【０００９】
　請求項１記載の本願発明における図面情報抽出装置は、抽出規則適用部により図面情報
抽出作業をする際の手掛かりとなる抽出支援情報を取得し、出力装置は作業者が認識でき
る態様で抽出支援情報を出力することにより、経験が少ない作業者においても、抽出支援
情報を参照しつつ図面情報抽出作業を行うことができるため、図面情報抽出作業の時間が
短縮され、効率的な図面情報抽出作業が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図面情報の一例を示す説明図である。
【図２】この発明の実施の形態１である図面情報抽出装置のハードウェア構成を示すブロ
ック図である。
【図３】図面情報抽出装置の他のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図４】実施の形態１の図面情報抽出装置の各機能を実現する構成部を示すブロック図で
ある。
【図５】過去図面情報が指示する過去図面例を示す説明図である。
【図６】過去図面情報として含まれる図面名、図面種別及び頁名を指示する情報を模式的
に示す説明図である。
【図７】頁名「パラメータ情報」の内容を模式的に示す説明図である。
【図８】過去閲覧情報の内容例を表形式で示す説明図である。
【図９】過去図面における注目領域の一例を示す説明図である。
【図１０】過去抽出結果情報で指示される文字情報の内容例を表形式で示す説明図である
。
【図１１】対象図面情報が指示する対象図面の例を示す説明図である。
【図１２】図４で示した抽出規則作成部と抽出規則適用部との関係を模式的に示す説明図
である。
【図１３】第１抽出規則情報の内容例を表形式で示す説明図である。
【図１４】表示装置に表示する図面情報抽出結果画面例を示す説明図である。
【図１５】実施の形態１の図面情報抽出装置の内部処理手順の全体動作を示すフローチャ
ートである。
【図１６】図１５のステップＳ１で示した抽出規則作成処理の詳細を示すフローチャート
である。
【図１７】過去図面情報における部品情報の例を表形式で示す説明図である。
【図１８】過去図面情報における文字情報の例を表形式で示す説明図である。
【図１９】図１５のステップＳ２で示した抽出規則適用処理の詳細を示すフローチャート
である。
【図２０】図面情報抽出作業中における操作画面例を模式的に示す説明図である。
【図２１】図２０の候補値表示画面選択エリアを選択した後の候補値表示画面を示す説明
図である。
【図２２】図２０の抽出結果入力画面選択エリアを選択した後の抽出結果入力画面を示す
説明図である。
【図２３】図１９のステップＳ２７の表示処理の詳細を示すフローチャートである。
【図２４】実施の形態２の図面情報抽出装置の各機能を実現する構成部を示すブロック図
である。
【図２５】実施の形態２の図面情報抽出装置において、過去情報の更新のみ行う態様の内
部処理手順を示すフローチャートである。
【図２６】実施の形態２の図面情報抽出装置において、抽出規則適用処理の後に過去情報
の更新を行う態様の内部処理手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　＜実施の形態１＞
　（図面情報）
　実施の形態１の図面情報抽出装置では、図面から開発に必要な情報を作業者が抽出する
図面情報抽出作業の実行時において、過去の図面情報抽出作業から取得した過去図面に関
する過去蓄積情報を活用し、抽出対象となる対象図面に対して、抽出しようとしている図
面情報に関する所在や候補値を指示する抽出支援情報を作業者に提供する、図面情報抽出
装置について説明する。
【００１２】
　なお、本明細書中において、「図面」は、電子化された設計書や仕様書等の文書を指し
、文字情報、図表、論理回路のような回路図を含む。「図面情報」は、図面から抽出しよ
うとしている情報そのもの、あるいは情報を抽出するにあたって閲覧する必要のある情報
等の情報を含む。
【００１３】
　図１は図面情報の一例を示す説明図である。同図において、図面情報で指示される図面
８０内に入力信号名Ｔ１及びＴ２、識別番号Ｂ１及びＢ２、頁名Ｐ及びＡＮＤゲート８２
を入力信号名Ｔ１及びＴ２の入力からＡＮＤゲート８２への信号線等が示されている。
【００１４】
　図面８０は、作業者が現在、抽出しようとしている情報が存在する図面の頁部分を示し
ている。各図面は少なくとも一つの頁で構成され、少なくとも一つの頁それぞれは分類用
の頁名Ｐを有しており、図１では頁名Ｐとして「入力回路図」が示されている。
【００１５】
　例えばここで、作業者が図面８０から入力信号の識別番号と名前を抽出する必要がある
とする。この場合、入力信号名Ｔ１及びＴ２である「入力Ａ」及び「入力Ｂ」、並びに識
別番号Ｂ１及びＢ２である“００”及び“０１”が必要な図面情報となる。なお、入力信
号名及び識別番号は少なくとも同一頁内では固有の内容（値）を示している。以下、説明
の都合、入力信号名及び識別番号は固有の内容を示しているとする。
【００１６】
　なお、求める図面情報が、頁名Ｐが「入力回路図」の図面８０内に明記されておらず、
他の頁の図面を参照し、図面情報を抽出しなければならない場合もある。このような場合
において、最終的に求める図面情報を抽出するために、参照しなければならない情報もま
た、「図面情報」に含まれる。
【００１７】
　（ハードウェア構成）
　以下、本発明の実施の形態１のハードウェア構成について図面を参照して説明する。
【００１８】
　図２は、この発明の実施の形態１である図面情報抽出装置１００のハードウェア構成を
示すブロック図である。図２に示すように、図面情報抽出装置１００は、中央演算処理装
置１０１、主記憶装置１０２及びハードディスク等の外部記憶装置１０３を含むコンピュ
ータシステム１０６と、キーボード、作業者の動作を取得するためのカメラ、アイトラッ
カー等を含む入力装置１０４と、ディスプレイ等の表示装置１０５（出力装置）とを主た
る構成要素として備えている。なお、アイトラッカーとは、表示画面などを見るときの作
業者の眼の動きを調べるアイトラッキング機能を有する既存の入力装置を意味する。
【００１９】
　また、図面情報抽出装置１００の各機能を実現させるためのコンピュータプログラムは
、中央演算処理装置１０１により主記憶装置１０２上に展開され、処理が行われる。当該
コンピュータプログラムは主記憶装置１０２に記憶されていてもよいし、外部記憶装置１
０３に記憶されていてもよい。なお、主記憶装置１０２としてはＲＡＭ，ＲＯＭ等の半導
体メモリが一般的に考えられ、外部記憶装置１０３としてハードディスク等の大容量記憶
が可能な記憶装置が一般的に考えられる。
【００２０】
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　なお、図２で示したハードウェア構成に代えて、他のハードウェア構成を用いてもよい
。図３は、この発明の実施の形態１である図面情報抽出装置１００と異なる他のハードウ
ェア構成で実現される図面情報抽出装置１００Ｘのハードウェア構成を示すブロック図で
ある。
【００２１】
　図３に示すように、図面情報抽出装置１００Ｘでは、入力装置１０４及び表示装置１０
５は通信ネットワーク回線２０５と介してコンピュータシステム１０６と同等の機能を備
えるコンピュータシステム２０４と接続される。コンピュータシステム２０４は図３に示
すように１単位のコンピュータで構成（サーバ・クライアント環境）しても良く、コンピ
ュータシステム２０４の機能を複数単位のコンピュータで構成（クラウド環境）しても良
い。なお、主記憶装置２０２としてはＲＡＭ，ＲＯＭ等の半導体メモリが一般的に考えら
れ、外部記憶装置２０３としてハードディスク等の大容量記憶が可能な記憶装置が一般的
に考えられる。
【００２２】
　図４は、図２で示した図面情報抽出装置１００、あるいは図３で示した図面情報抽出装
置１００Ｘのハードウェア構成によって実現される図面情報抽出装置１００（１００Ｘ）
の各機能を実現する構成部を示すブロック図である。
【００２３】
　同図に示すように、図面情報抽出装置１００（１００Ｘ）は、過去図面格納部１、過去
閲覧情報格納部２、及び過去抽出結果格納部３を備える過去情報蓄積部８と、抽出規則作
成部４と、抽出規則格納部５と、対象図面格納部６と、入力装置１０４と、抽出規則適用
部７と、表示装置１０５とを備えている。
【００２４】
　上述した過去情報蓄積部８、抽出規則格納部５及び対象図面格納部６は、例えば、外部
記憶装置１０３によって実現され、抽出規則作成部４及び抽出規則格納部５は、例えば、
中央演算処理装置１０１，２０１によるコンピュータプログラムの実行によって実現され
る。
【００２５】
　過去情報蓄積部８内の過去図面格納部１は、過去の図面情報抽出作業で抽出の対象とな
った複数の（少なくとも一つの）過去図面を指示する過去図面情報Ｄ１を格納する。複数
の過去図面はそれぞれ識別用の図面名を有し、複数の過去図面はそれぞれ図面種別によっ
て分類される。また、複数の過去図面はそれぞれ、少なくとも一つの頁で構成され、少な
くとも一つの頁それぞれは分類用の頁名を有する。
【００２６】
　以下、過去図面格納部１に格納される過去図面情報Ｄ１について説明する。過去図面情
報Ｄ１が指示する「過去図面」とは、過去に作業者が行った図面情報抽出作業で、作業者
が閲覧した図面である。
【００２７】
　図５は過去図面格納部１に格納される過去図面情報Ｄ１が指示する過去図面例を示す説
明図である。同図において、頁名Ｐ２が「入力回路図」の過去図面２０の頁部分を示して
いる。過去図面２０は、回路図の構成要素であるＡＮＤゲート２２、入力信号名Ｔ２１及
びＴ２２である「入力Ａ」及び「入力Ｂ」、識別番号Ｂ２１及びＢ２２である“００”及
び“０１”を有している。
【００２８】
　なお、入力信号名Ｔ２１及びＴ２２には、矩形から成るという構造情報を含んでいる。
また、図５で示した過去図面２０に関連する様々な情報を過去図面情報Ｄ１は有している
。以下、この点について説明する。
【００２９】
　図６は過去図面情報Ｄ１として含まれる図面名、図面種別及び頁名を指示する情報を表
形式で示す説明図である。説明の都合上、図５で示した過去図面２０は、設計書Ａ、頁名
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「入力回路図」に対応する図面であったとする。
【００３０】
　図面種別は図面の用途に沿った性質を示している。図６で示す例では、設計書Ａ及び設
計書Ｂは異なる図面名であるが、共通の性質である「設計書」としての図面種別を有して
いる。
【００３１】
　また、設計書Ａは５頁で構成され、各頁を識別するための頁名（表紙、入力回路図、パ
ラメータ情報、その他頁Ｘ、その他頁Ｙ）が与えられている。
【００３２】
　図７は設計書Ａの頁名「パラメータ情報」の内容を表形式で示す説明図である。同図に
示すように、頁名ＰＧに該当する図面情報として、番号、名前、値、単位で分類されるパ
ラメータ情報の表Ｇとしての情報を有している。すなわち、過去図面情報Ｄ１として、図
７で示した表形式の情報も存在する。
【００３３】
　図４に戻って、過去情報蓄積部８内の過去閲覧情報格納部２は、過去図面情報Ｄ１が指
示する複数の過去図面に関連して、図面情報抽出作業における分類単位である抽出対象種
別、図面種別、及び頁名を指示する過去閲覧情報Ｄ２を格納している。過去閲覧情報Ｄ２
は、図面の少なくとも一つの頁において、作業者が過去に注目した注目領域を指示する注
目領域情報、及び、過去の図面抽出作業を行った作業者に関する情報を指示する作業者情
報をさらに有している。
【００３４】
　以下、過去閲覧情報格納部２に格納される過去閲覧情報Ｄ２について説明する。過去閲
覧情報Ｄ２は、過去に行った図面情報抽出作業での、作業者の図面の閲覧内容を示す情報
である。過去閲覧情報Ｄ２には、前述したように、図面の閲覧がいずれの抽出種別の図面
情報を抽出するために行われたかを示す抽出対象種別を指示する情報と、作業を行った作
業者を示す作業者情報を含んでいる。
【００３５】
　図８は過去閲覧情報Ｄ２の内容例を表形式で示す説明図である。図８に示すように、過
去閲覧情報Ｄ２には、抽出対象種別、図面名、図面種別、頁名、注目領域、作業者を指示
する情報を含んでいる。抽出対象種別は、図面情報抽出作業における分類単位であり、抽
出しようとしている図面情報が、いずれの分類に属するかを示している。
【００３６】
　図８において、「図面名」は、図面の識別情報であり、図面情報を抽出するために閲覧
した図面を一意に識別する。「図面種別」は上述したように図面の分類を示す。「頁名」
は、上述したように、図面中の各頁の識別情報であり、当該図面で注目した頁を一意に識
別する。「注目領域」は、作業者が、頁単位で表示される図面の頁内のどの領域を注目し
たかを示す領域である。図８では、一例として、注目領域は、座標（ｘ１，ｙ１）を中心
とした半径ｒ１の円で示す領域を、（ｘ１，ｙ１，ｒ１）と表す。作業者は、作業者の識
別情報であり、図面情報抽出を行った作業者を一意に識別する。なお、上述した座標は、
図５で示したような過去図面２０を表示装置１０５上に表示した際の表示画面上における
座標あるいはそれに関連した座標（過去図面２０内での座標を含む）を意味する。
【００３７】
　図９は過去図面における注目領域の一例を示す説明図である。同図に示すように、図８
で示した設計書Ａの頁名「入力回路図」の（ｘ１，ｙ１，ｒ１）によって、過去図面２０
内のＸＹ座標空間において円状の注目領域Ｃ２を認識することができる。したがって、過
去閲覧情報Ｄ２によって、過去図面２０の注目領域Ｃ２を過去において作業者が閲覧した
ことを認識することができる。
【００３８】
　図４に戻って、過去情報蓄積部８内の過去抽出結果格納部３は、過去の図面情報抽出作
業で抽出された図面情報内の文字情報を指示する過去抽出結果情報Ｄ３を格納している。
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【００３９】
　上述した過去図面情報Ｄ１、過去閲覧情報Ｄ２及び過去抽出結果情報Ｄ３の集合体が過
去蓄積情報Ｄ８となる。
【００４０】
　以下、過去抽出結果格納部３に格納される過去抽出結果情報Ｄ３について説明する。過
去抽出結果情報Ｄ３は、過去に行った図面情報抽出作業の結果、抽出した図面情報の文字
列、数値等の値を指示する情報、すなわち、文字情報である。
【００４１】
　図１０は過去抽出結果情報Ｄ３で指示される文字情報の内容例を表形式で示す説明図で
ある。図１０に示すように、抽出対象種別が「入力信号」であり、抽出すべき図面情報が
入力信号の識別番号（“００”及び“０１”）と、入力信号の名前（「入力Ａ」及び「入
力Ｂ」）である。これら入力信号の識別番号（図５，図９の識別番号Ｂ２１及びＢ２２に
相当）及び名前（図５，図９の入力信号名Ｔ２１及びＴ２２に相当）を指示する文字情報
が過去抽出結果情報Ｄ３となる。
【００４２】
　図４に戻って、抽出規則作成部４は、過去情報蓄積部８に格納された過去蓄積情報Ｄ８
（過去図面情報Ｄ１、過去閲覧情報Ｄ２及び過去抽出結果情報Ｄ３）に基づいて、抽出対
象種別毎に、抽出すべき図面の抽出規則を指示する抽出規則情報Ｄ４を作成する。抽出規
則格納部５は、抽出規則作成部４より作成された抽出規則情報Ｄ４を格納する。
【００４３】
　一方、対象図面格納部６は少なくとも一つの対象図面を指示する対象図面情報Ｄ６を格
納している。
【００４４】
　次に、対象図面格納部６に格納される対象図面情報Ｄ６が指示する対象図面について説
明する。「対象図面」とは、現在行っている図面情報抽出作業で、作業者が抽出しようと
している図面情報が、存在する可能性のある図面であり、すなわち、現在の図面情報抽出
作業において、抽出の対象となりうる図面である。なお、対象図面が複数あってもよく、
過去図面と同じ図面が含まれていてもよい。
【００４５】
　図１１は対象図面情報Ｄ６が指示する対象図面の例を示す説明図である。図１１におい
て、頁名Ｐ３（「入力回路図」）の対象図面３０を示している。対象図面３０は、回路図
の構成要素である、ＡＮＤゲート３２、入力信号の識別番号Ｂ３１及びＢ３２（“００”
及び“０１”）、入力信号名Ｔ３１及びＴ３２（「入力Ａ」及び「入力Ｃ」）の情報を有
している。
【００４６】
　なお、入力信号名Ｔ３１及びＴ３２には、矩形から成る構造情報を含んでいる。また、
対象図面３０に関連した情報として、図７で示したような表形式の情報も含んでいる。ま
た、以下では図５で示した過去図面２０と、図１１で示した対象図面３０とは、同一の図
面種別（例えば、「設計図」）であるとする。
【００４７】
　図４に戻って、抽出規則適用部７は、過去蓄積情報Ｄ８、抽出規則情報Ｄ４、対象図面
情報Ｄ６、及び操作関連情報取得部として機能する入力装置１０４から得られる作業者操
作関連情報Ｄ１０４を受け、作業者操作関連情報Ｄ１０４に基づき作業者が現在抽出対象
としている抽出対象種別である現在抽出対象種別を認識し、過去蓄積情報Ｄ８を参照しつ
つ、対象図面情報Ｄ６が指示する少なくとも一つの対象図面内で、現在抽出対象種別にお
いて抽出規則情報Ｄ４が指示する抽出規則を満足する情報を、抽出支援情報Ｄ７として抽
出する。
【００４８】
　抽出支援情報Ｄ７には、抽出しようとしている抽出対象種別の、図面情報の所在情報で
ある第１所在情報Ｄ７１及び第２所在情報Ｄ７２（第１及び第２の所在情報）と、候補値
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を示す文字情報である図面情報候補値Ｄ７３（候補値情報）とが含まれる。
【００４９】
　そして、抽出規則適用部７は、抽出支援情報Ｄ７を含む出力表示情報Ｄ１０５を表示装
置１０５に出力する。表示装置１０５は、出力表示情報Ｄ１０５に基づき、作業者が視覚
認識できる態様で抽出支援情報Ｄ７の内容を表示（出力）する出力装置である。
【００５０】
　図１２は抽出規則作成部４と抽出規則適用部７との関係を模式的に示す説明図である。
抽出規則作成部４では、抽出規則情報Ｄ４として、図面抽出時に閲覧した図面・頁・領域
に関する第１抽出規則情報Ｄ４１（第１の抽出規則情報）と、注目領域内に共通して現れ
る構造情報に関する第２抽出規則情報Ｄ４２（第２の抽出規則情報）と、抽出結果の傾向
に関する第３抽出規則情報Ｄ４３（第３の抽出規則情報）を作成する。
【００５１】
　そして、抽出規則情報Ｄ４が指示する抽出規則として、第１抽出規則情報Ｄ４１が指示
する第１の抽出規則、第２抽出規則情報Ｄ４２が指示する第２の抽出規則、第３抽出規則
情報Ｄ４３が指示する第３の抽出規則が含まれる。
【００５２】
　第１抽出規則情報Ｄ４１は抽出規則適用部７による第１所在情報Ｄ７１の作成の際に用
いられ、第２抽出規則情報Ｄ４２は抽出規則適用部７による第２所在情報Ｄ７２の作成の
際に用いられ、第３抽出規則情報Ｄ４３は抽出規則適用部７による図面情報候補値Ｄ７３
の作成の際に用いられる。
【００５３】
　図１３は第１抽出規則情報Ｄ４１の内容例を表形式で示す説明図である。第１抽出規則
情報Ｄ４１は、抽出対象種別毎に、過去閲覧情報Ｄ２から、図面種別及び頁名の組み合わ
せにより分類された頁別図面情報である。したがって、第１抽出規則情報Ｄ４１が指示す
る第１の抽出規則は、第１抽出規則情報Ｄ４１内の図面種別及び頁名と同一または類似関
係を有することを規定する規則となる。
【００５４】
　図１３で示す第１抽出規則情報Ｄ４１の例では、図面種別及び頁名の組み合わせに対応
して作業者重みを示す作業者重み情報がさらに設けられる。
【００５５】
　図面種別は設計書等の図面の分類を示すものであり、図面がいずれの分類に属するかを
示す。頁名は、例えば、図１３では、図面中の各頁の識別情報であり、当該図面で注目し
た頁を一意に識別する。
【００５６】
　作業者重みは、閲覧された図面の頁に求める図面情報を抽出するための情報があるかど
うかを示す指標であり、例えば、作業者の熟練度と頁を閲覧した作業者の数によって決定
する等、作業者情報の指示する作業者数及び熟練度に基づき設定される。図１３に示す例
では、頁名「入力回路図」は、重み「１．０」の作業者と、重み「０．５」の作業者が過
去に閲覧したことに基づき、１．５（＝１．０＋０．５）に設定されている。
【００５７】
　次に、第２抽出規則情報Ｄ４２について説明する。第２抽出規則情報Ｄ４２が指示する
構造とは、図面に含まれる回路図の構成要素等の構造上の特徴である。より多くの作業者
が注目した構造は、図面情報を抽出するための有力な手掛かりとなり得る。第２抽出規則
情報Ｄ４２は、過去閲覧情報Ｄ２を用いて、抽出対象種別単位に、図面種別と頁名につい
て同一であるものに対し、作業者毎の注目領域内で、共通して現れる構造情報を指示する
情報である。
【００５８】
　例えば、図９で示した過去図面２０の注目領域Ｃ２内に含まれる、入力信号名Ｔ２１及
びＴ２２における矩形から成る構造と類似した構造が、この過去図面２０と図面種別が同
一であり、頁名が「入力回路図」となる他の過去図面における頁の注目領域内にも存在す
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る場合、抽出規則作成部４は、この矩形状の構造を指示する情報を第２抽出規則情報Ｄ４
２として抽出する。
【００５９】
　このように、第２抽出規則情報Ｄ４２は、抽出対象種別単位に、第１抽出規則情報Ｄ４
１内の図面種別及び頁名の組み合わせに合致する頁別図面情報において、過去閲覧情報Ｄ
２における注目領域情報が指示する注目領域内に、過去図面間で共通して現れる構造を指
示する構造情報である。そして、過去閲覧情報Ｄ２の指示する第２の抽出規則は、過去閲
覧情報Ｄ２の指示する構造情報が同一または類似関係にあることを規定する規則となる。
【００６０】
　次に、第３抽出規則情報Ｄ４３について説明する。第３抽出規則情報Ｄ４３の指示する
抽出結果の傾向とは、過去抽出結果格納部３に格納された過去抽出結果情報Ｄ３について
、抽出対象種別毎に、抽出された図面情報の値のパターン（文字規則情報）を解析したも
のである。
【００６１】
　以下、図１０で示した過去抽出結果情報Ｄ３を例に挙げて説明する。抽出対象種別が「
入力信号」であるとき、抽出すべき図面情報は、「入力信号」に対応する識別番号（図９
の識別番号Ｂ２１及びＢ２２に相当）及び名前（図９の入力信号名Ｔ２１及びＴ２２に相
当）の２種類の文字情報であることがわかる。
【００６２】
　第３抽出規則情報Ｄ４３では、これらの文字情報のそれぞれについて、抽出結果の傾向
（文字規則）を推測する。例えば、識別番号について、抽出結果が“００”や“０１”の
ように、２桁の数値となっていることや、名前について、「入力Ａ」や「入力Ｂ」のよう
に、「入力」という文字と記号から成る３文字の文字列である等、共通して表れる文字の
規則性である共通パターンを抽出し、この共通パターン（文字規則情報）を第３抽出規則
情報Ｄ４３とする。
【００６３】
　このように、第３抽出規則情報Ｄ４３は、抽出対象種別単位に、過去抽出結果情報Ｄ３
に共通して現れる文字規則情報である。
【００６４】
　そして、第３抽出規則情報Ｄ４３の指示する第３の抽出規則は、過去抽出結果情報Ｄ３
内の文字規則情報（共通パターン）と同一または類似関係を有することを規定した規則と
なる。例えば、「入力」という文字と記号から成る３文字の文字列であるという文字の規
則性を指示する文字規則情報を第３抽出規則情報Ｄ４３が有する場合、「入力Ｃ」「入力
Ｘ」との文字列は、第３の抽出規則を満足することになる。
【００６５】
　抽出規則適用部７は、第１抽出規則情報Ｄ４１によって、対象図面から、図面・頁・領
域レベルでの図面情報である第１所在情報Ｄ７１を抽出する。第１所在情報Ｄ７１は、対
象図面情報Ｄ６が指示する少なくとも一つの対象図面内で、第１抽出規則情報Ｄ４１の指
示する第１の抽出規則を満足する図面上において、過去閲覧情報Ｄ２における注目領域情
報が指示する注目領域に対応する抽出注目領域を指示する情報である。なお、対象図面情
報Ｄ６が指示する少なくとも一つの対象図面内で第１抽出規則情報Ｄ４１を満足する図面
を指示する第１規則満足図面情報は、頁別図面情報に対応する情報となる。
【００６６】
　抽出規則作成部４は第１抽出規則情報Ｄ４１から第２抽出規則情報Ｄ４２を作成してい
るため、抽出規則適用部７は、第２抽出規則情報Ｄ４２と第１所在情報Ｄ７１によって、
第１規則満足図面情報の抽出注目領域から、第２抽出規則情報Ｄ４２の指示する第２の抽
出規則を満足する第２所在情報Ｄ７２を抽出する。さらに、抽出規則適用部７は、第３抽
出規則情報Ｄ４３と、第１所在情報Ｄ７１とによって、第１規則満足図面情報の抽出注目
領域から、図面情報候補値Ｄ７３の指示する文字規則情報を満足する図面情報候補値Ｄ７
３を抽出する。
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【００６７】
　図１４は表示装置１０５に表示する抽出結果の図面情報抽出結果画面６１の例を示す説
明図である。図１４では、一例として、タイトルバーに抽出結果の抽出対象種別「入力信
号」を表示している。図面情報抽出結果画面６１は、図面情報が存在する可能性のある第
１規則満足図面情報の、図面名・頁名・頁内容の一覧を表示した対象図面表示エリア６２
と、対象図面表示エリア６２から選択した頁内容の頁内容拡大表示エリア６３と、図面情
報候補値Ｄ７３を表示するための図面情報候補値表示エリア６８を有している。図面情報
抽出結果画面６１内に表示する頁内容には、注目領域を示す注目領域表示エリア６４及び
６５と、注目領域内に共通して現れる構造情報を指示する構造強調表示６６及び６７が行
われている。
【００６８】
　（内部処理）
　次に、図１５、図１６、図１９及び図２３に示すフローチャートを用いて、実施の形態
１の図面情報抽出装置１００（１００Ｘ）による内部処理手順を説明する。
【００６９】
　なお、実施の形態１の図面情報抽出装置１００では、過去情報蓄積部８内には既に過去
蓄積情報Ｄ８（過去図面情報Ｄ１、過去閲覧情報Ｄ２及び過去抽出結果情報Ｄ３）は作成
済みであるとする。
【００７０】
　図１５は、図面情報抽出装置１００の内部処理手順の全体動作を示すフローチャートで
ある。図１５に示すように、図面情報抽出装置１００が起動されると、まずは、ステップ
Ｓ１において、過去の抽出作業で蓄積された過去蓄積情報Ｄ８に基づいて、抽出規則作成
部４による抽出規則作成処理を行う。
【００７１】
　そして、ステップＳ２において、抽出規則適用部７による抽出規則適用処理によって、
作業者が抽出しようとしている図面情報に関して抽出支援情報Ｄ７（所在情報Ｄ７１及び
Ｄ７２並びに図面情報候補値Ｄ７３）を抽出して、抽出支援情報Ｄ７を含む出力表示情報
Ｄ１０５を表示装置１０５に出力する。その結果、表示装置１０５にて出力表示情報Ｄ１
０５に基づく画面表示がなされる、すなわち、表示装置１０５は、出力表示情報Ｄ１０５
に含まれる抽出支援情報Ｄ７を作業者が認識可能に出力する。
【００７２】
　その後、ステップＳ３において、作業者による図面情報抽出作業の終了の有無が確認さ
れ、終了が確認された場合(YES)は処理を終了し、確認されない場合(NO)はステップＳ２
に戻る。以降、ステップＳ３がＹＥＳとなるまで、ステップＳ２，Ｓ３の処理が繰り返さ
れる。
【００７３】
　図１６は図１５のステップＳ１で示した抽出規則作成部４による抽出規則作成処理の詳
細を示すフローチャートである。以下、同図を参照して、抽出規則作成処理の詳細を説明
する。
【００７４】
　ステップＳ１による抽出規則作成処理は、過去情報蓄積部８に格納された過去蓄積情報
Ｄ８に基づいて、抽出対象種別毎に、第１抽出規則情報Ｄ４１（ステップＳ１１、Ｓ１２
）、第２抽出規則情報Ｄ４２（ステップＳ１３）、及び第３抽出規則情報Ｄ４３（ステッ
プＳ１４）の作成を行い、第１抽出規則情報Ｄ４１、第２抽出規則情報Ｄ４２及び第３抽
出規則情報Ｄ４３を抽出規則情報Ｄ４として抽出規則格納部５に格納する処理である。
【００７５】
　まず、ステップＳ１１において、抽出対象種別毎に図面種別と頁名との関連付け処理を
実行する。すなわち、過去閲覧情報格納部２に格納された過去閲覧情報Ｄ２に基づき、抽
出対象種別毎に図面種別と頁名の組み合わせにより分類された頁別図面情報として一つに
まとめる処理を行う。
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【００７６】
　続く、ステップＳ１２において、ステップＳ１１の頁別図面情報毎に作業者重み情報を
設定する作業重者みの計算処理を実行する。
【００７７】
　以下、先に示した図８及び図１３を例に挙げて、ステップＳ１１及びＳ１２による第１
抽出規則情報Ｄ４１の作成内容について説明する。
【００７８】
　図８で示した過去閲覧情報Ｄ２では、過去に、抽出対象種別のうち「入力信号」につい
て、「作業者０１」が、「設計図Ａ」から図面情報を抽出したことを示している。同様に
「作業者０２」が、「設計図Ｂ」から同じ抽出対象種別の「入力信号」の図面情報を抽出
したことも示している。なお、図８では「入力信号」を抽出するために各作業者が一つの
図面（図面名が同じ図面）のみを閲覧しているが、複数の図面を閲覧しても構わない。図
８では、設計書Ａと設計書Ｂとは同一の図面種別「設計書」とされているため、第１抽出
規則情報Ｄ４１の作成に際し、ひとまとめにして扱う。
【００７９】
　図面種別に加えて頁名（「入力回路図」）までが同一となるものについては、第１抽出
規則情報Ｄ４１上では同じ頁別図面情報として一つにまとめる。図１３で示す第１抽出規
則情報Ｄ４１は、図８で示す過去閲覧情報Ｄ２のうち、頁名が「入力回路図」であるもの
について、図面種別が同一であることから、重複しているとみなし、一つの頁別図面情報
（図１３の１行分の情報）としてまとめている。
【００８０】
　ここで、例えば同一の図面種別（設計書）となる複数の図面（設計図Ａ，設計図Ｂ）の
頁名に着目した場合、それぞれ本質的には同じ内容を記載した頁であるにも関わらず、頁
名が異なることがあり得る。したがって例えば、頁名であれば、頁名が完全に一致せずと
も、頁名の類似度や、頁内容を解析した結果得られる類似度等を別途計算し、類似してい
るものについて同一とみなしてもよい。
【００８１】
　図面種別についても、例えば、図８の過去閲覧情報Ｄ２で示した図面種別のように、設
計図Ａと設計図Ｂとの図面種別が「設計書」として同一であることを予め指定しておいて
もよいし、別途、図面内容を解析した結果得られる類似度等を計算し、類似しているもの
を同一とみなすようにしてもよい。
【００８２】
　次に、抽出した図面種別と頁名の組み合わせよりなる頁別図面情報毎に、作業者重みを
計算し、第１抽出規則情報Ｄ４１に追加する（ステップＳ１２）。作業者重み情報は、例
えば、作業者の熟練度と、頁を閲覧した作業者の数によって決定する。図１３で示す例は
、作業者０１の熟練度を「１.０」、作業者０２の熟練度を「０.５」として、作業者重み
の計算を行っている。ここで、熟練度の値が大きいほど、専門知識や経験が豊富な作業者
であることを示す。ステップＳ１２の作業者重みの計算は、当該頁別図面情報を閲覧した
作業者の熟練度の和によって決定する。なお、当該頁別図面情報を閲覧していない作業者
については、熟練度を加算しない。
【００８３】
　図８で示す過去閲覧情報Ｄ２により、図１３で示す第１抽出規則情報Ｄ４１の頁名が「
入力回路図」である頁別図面情報（に対応する図面）における作業者重みは、作業者０１
及び作業者０２ともに同じ頁別図面情報を閲覧しているため、それぞれの熟練度を加算し
た結果、「１．５」となる。頁名が「その他頁Ｘ」の頁別図面情報については、作業者０
１のみが閲覧しているため、作業者重みは「１.０」となる。頁名が「その他頁Ｙ」とな
る頁別図面情報については、作業者０２のみが閲覧しているため、作業者重みは「０．５
」となる。このように、作業者重みは、頁別図面情報を閲覧した作業者数が多く、閲覧し
た作業者の熟練度が高いほど、大きな値となる。
【００８４】
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　図１６に戻って、抽出規則作成部４は、ステップＳ１３において、第２抽出規則情報Ｄ
４２を作成するため、過去図面格納部１の過去図面情報Ｄ１と、過去閲覧情報格納部２に
格納された過去閲覧情報Ｄ２と、第１抽出規則情報Ｄ４１とに基づいて、第１抽出規則情
報Ｄ４１として抽出した頁別図面情報毎に、注目領域内に共通して現れる構造を検出する
。
【００８５】
　すなわち、ステップＳ１３では、まず、第１抽出規則情報Ｄ４１における頁別図面情報
毎に、注目領域内に存在する構造情報を取得する。なお、構造情報とは、例えば論理回路
の回路図を構成する部品等（ＡＮＤゲート、ＮＯＲゲート、インバータ等）や図７の入力
信号名Ｔ２１及びＴ２２として示される矩形形状等である。ここで、頁別図面情報が、過
去閲覧情報Ｄ２において複数の（頁単位の）図面を一つにまとめたものである場合、注目
領域は複数となるため、それぞれの注目領域について構造情報の取得を行う。
【００８６】
　この際、同一の頁別図面情報内に複数ある注目領域内について、共通して現れる構造情
報が存在する場合、この構造情報を指示する情報を第２抽出規則情報Ｄ４２として、第１
抽出規則情報Ｄ４１と関連付けて生成する。頁別図面情報において注目領域が一つしか存
在しない場合、または複数ある注目領域について共通して現れる構造情報が存在しない場
合は、第２抽出規則情報Ｄ４２は作成されない。
【００８７】
　図１７は過去図面情報Ｄ１における部品情報Ｄ５１の例を表形式で示す説明図である。
以下、図５で示した過去図面２０と対応づけて部品情報Ｄ５１について説明する。
【００８８】
　同図に示すように、部品情報Ｄ５１内において、部品番号“０”（入力信号名Ｔ２１に
対応）の構造情報を指示する部品種別として「矩形」が示されている。同様にして、部品
番号“１”（入力信号名Ｔ２２に対応）の構造情報を指示する部品種別として「矩形」が
示されている。また、部品番号“２”（ＡＮＤゲート２２に対応）の構造情報を指示する
部品種別として論理機能「ＡＮＤ」が示されている。
【００８９】
　したがって、抽出規則作成部４は、過去図面情報Ｄ１内の部品情報Ｄ５１を参照するこ
とにより、頁別図面情報毎に、注目領域内に共通して現れる構造を検出することができる
。なお、図１７で示した部品情報Ｄ５１と同様な情報を対象図面情報Ｄ６も有している。
【００９０】
　例えば、同一の頁別図面情報において複数の注目領域が存在し、複数の注目領域内にＡ
ＮＤゲートが２回以上存在した場合、論理機能「ＡＮＤ」を頁別図面情報に対応する構造
情報として第２抽出規則情報Ｄ４２を検出することができる。
【００９１】
　なお、同一の頁別図面情報において複数の注目領域が存在する可能性として以下の２つ
が考えられる。
【００９２】
　(1)例えば、図８の過去閲覧情報Ｄ２の１行目「入力信号、設計書Ａ、設計書、入力回
路図、作業者０１」の組において、複数の注目領域が既に存在する場合が考えられる。つ
まり、作業者０１が頁名「入力信号」の複数の領域を注目した場合が考えられる。
【００９３】
　(2)前述したように、図８の過去閲覧情報Ｄ２の１行目と３行目に着目すると、第１抽
出規則情報Ｄ４１として見た場合、１行目及び３行目の情報は同一抽出対象種別における
同一頁別図面情報「入力信号、設計書、入力回路図」の組としてまとめられる。この組に
ついて、注目領域が(x1,y1,r1)と(x3,y3,r3)のように、複数の注目領域が存在する。つま
り、作業者０１と作業者０２が共に、頁名「入力回路図」に注目した場合が考えられる。
【００９４】
　図１６に戻って、次に、抽出規則作成部４は、ステップＳ１４において、第３抽出規則
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情報Ｄ４３を作成するため、過去図面格納部１の過去図面情報Ｄ１と、過去閲覧情報格納
部２の過去閲覧情報Ｄ２と、過去抽出結果格納部３に格納された過去抽出結果情報Ｄ３と
に基づいて、過去抽出結果情報Ｄ３の傾向を解析する。
【００９５】
　例えば、過去抽出結果情報Ｄ３に対し、（数字と区別する意味での）文字か数字か、あ
るいは文字と数字のどちらも含むのか、含むのであればどのような順序であるか、文字数
あるいは桁数はいくつか、共通して現れる文字あるいは数字はあるか、等の判断基準を予
め定めておき、抽出結果情報を多角的に解析することによって、判断基準を満足する傾向
があれば、これを抽出する。
【００９６】
　図１８は過去図面情報Ｄ１における文字情報Ｄ５２の例を表形式で示す説明図である。
以下、図５で示した過去図面２０と対応づけて文字情報Ｄ５２について説明する。文字情
報Ｄ５２で指示される文字には、広義の意味での文字（文字及び数字を共に含む）を意味
する。
【００９７】
　同図に示すように、文字情報Ｄ５２において、文字番号“０”（入力信号名Ｔ２１に対
応）の文字情報を指示する文字列内容として「入力Ａ」が示されており、文字番号“１”
（識別番号Ｂ２１に対応）の文字情報を指示する文字列内容として“００”が示されてい
る。
【００９８】
　同様にして、文字情報Ｄ５２において、文字番号“２”（入力信号名Ｔ２２に対応）の
文字情報を指示する文字列内容として「入力Ｂ」が示されており、文字番号“３”（識別
番号Ｂ２に対応）の文字情報を指示する文字列内容として“０１”が示されている。そし
て、全ての文字番号において表示位置を示す座標情報も付加されている。
【００９９】
　なお、図１８で示した文字情報Ｄ５２と同様な情報を対象図面情報Ｄ６も有している。
【０１００】
　例えば、図１０で示す過去抽出結果情報Ｄ３において、数字だけで構成された抽出結果
をパターンＡ、「入力」から始まる抽出結果をパターンＢ、というように事前に傾向のパ
ターンを定義しておく。したがって、図１０で示す過去抽出結果情報Ｄ３から、抽出対象
種別「入力信号」において、識別番号（“００”及び“０１”）については、パターンＡ
は該当するが、パターンＢには該当しないことが検出され、名前については、パターンＡ
には該当しないが、パターンＢに該当することを検出することができる。
【０１０１】
　したがって、抽出規則作成部４は、図１０で示した過去抽出結果情報Ｄ３から、抽出結
果「識別番号」はパターンＡ、「名前」はパターンＢに該当する可能性が高いと判断し、
このパターンＡ，バターンＢの傾向を指示する文字規則情報を第３抽出規則情報Ｄ４３と
して生成する。
【０１０２】
　図１６に戻って、その後、ステップＳ１５において、全ての抽出対象種別について抽出
規則情報Ｄ４を作成したか否かの有無が確認され、作成が確認された場合(YES)は処理を
終了し、確認されない場合(NO)はステップＳ１１に戻る。以降、ステップＳ１５がＹＥＳ
となるまで、ステップＳ１１～Ｓ１５処理が繰り返される。
【０１０３】
　図１９は図１５のステップＳ２で示した抽出規則適用部７による抽出規則適用処理の詳
細を示すフローチャートである。以下、同図を参照して、抽出規則適用処理の詳細を説明
する。
【０１０４】
　抽出規則適用処理は、過去閲覧情報格納部２の過去閲覧情報Ｄ２と、抽出規則格納部５
の抽出規則情報Ｄ４と、対象図面格納部６に格納された対象図面情報Ｄ６と、入力装置１
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０４から得られる作業者操作関連情報Ｄ１０４に基づいて、抽出規則適用部７が抽出規則
情報Ｄ４を対象図面情報Ｄ６に適用し、作業者が現在抽出しようとしている図面情報を得
るための手掛かりとなる抽出支援情報Ｄ７を取得し、抽出支援情報Ｄ７を含む出力表示情
報Ｄ１０５を表示装置１０５に表示する処理である。
【０１０５】
　まず、抽出規則適用部７は、ステップＳ２１において、操作関連情報取得部である入力
装置１０４から得られる作業者操作関連情報Ｄ１０４に基づいて、作業者が現在抽出しよ
うとしている抽出対象種別である現在抽出対象種別を認識する。
【０１０６】
　現在抽出対象種別の認識は、マウスやキーボード等の入力装置１０４によって得ること
ができる、作業者の作業中の入力内容や選択内容等を含む作業者操作関連情報Ｄ１０４を
利用して行われる。
【０１０７】
　図２０は図面情報抽出作業中における操作画面例を模式的に示す説明図である。図２０
において、抽出作業者が操作するＧＵＩ(Graphical User Interface)例である操作画面５
０内に対象図面表示エリア６２Ａ，６２Ｂ、頁内容拡大表示エリア６３が表示されている
。頁内容拡大表示エリア６３内には注目領域表示エリア６４，６５、構造強調表示６６，
６７がなされている。また、操作画面５０の右側に規則適用選択ラジオボタン７１、規則
更新選択ラジオボタン７２、図面名入力エリア７３、作業者入力エリア７４、（作業者）
重み入力エリア７５、抽出対象種別入力ボタン７６、図面表示ボタン５１５、候補値表示
画面選択ボタン５１０及び抽出結果入力画面選択エリア５２０が設けられている。なお、
図２０で示したＧＵＩは抽出作業者が必要に応じて表示することができる。
【０１０８】
　また、図面名入力エリア７３を利用して対象図面名を入力する必要なく、対象図面格納
部６の対象図面情報Ｄ６から第１の抽出規則情報を満足する対象図面を抽出することがで
きる（複数の図面種別から抽出され得る）。しかし、図面名入力エリア７３を利用して対
象図面名を入力する場合は、その対象図面に限定して抽出規則情報を適用する（一つの図
面種別から抽出される）等の特殊利用が考えられる。
【０１０９】
　抽出対象種別入力ボタン７６内の入力内容を作業者操作関連情報Ｄ１０４に含めること
により、例えば、現在抽出対象種別が「入力信号」であることを容易に認識することがで
きる。また、複数の抽出対象種別から現在抽出対象種別を選択する選択用リストを予め準
備し、選択用リストを操作画面５０上に設け、選択用リストを用いた作業者による選択結
果を作業者操作関連情報Ｄ１０４に含めることにより、現在抽出対象種別を認識できるに
ようにしても良い。
【０１１０】
　図２１は図２０の候補値表示画面選択ボタン５１０を選択した後の候補値表示画面５１
を示す説明図である。同図に示すように、候補値表示画面５１において、抽出対象種別を
「入力信号」とした場合の識別番号候補値情報５１１（“００”及び“０１”）、入力名
前候補値情報５１２（「入力Ａ」及び「入力Ｃ」）が表示される。
【０１１１】
　図２２は図２０の抽出結果入力画面選択エリア５２０を選択した後の抽出結果入力画面
５２を示す説明図である。同図に示すように、入力装置１０４を用いて、抽出結果入力画
面５２上で、作業者が識別番号（“００”，“０１”）や名前（「入力ＡＸ」，「入力Ｃ
」）を入力することにより、作業者が抽出対象種別を「入力信号」とした場合の抽出結果
の入力処理が行える。
【０１１２】
　図１９に戻って、抽出規則適用部７は、ステップＳ２２において、抽出規則格納部５か
ら、抽出規則情報Ｄ４（第１抽出規則情報Ｄ４１、第２抽出規則情報Ｄ４２及び第３抽出
規則情報Ｄ４３）のうち、ステップＳ２１に認識した現在抽出対象種別に該当する情報を
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選択的に取得する。
【０１１３】
　次に、抽出規則適用部７は、ステップＳ２３において、ステップＳ２２で取得した抽出
規則情報Ｄ４を適用するため、抽出規則適用部７は、対象図面格納部６から、対象図面情
報Ｄ６を取得する。
【０１１４】
　次に、抽出規則適用部７は、ステップＳ２４において、過去蓄積情報Ｄ８を参照しつつ
、ステップＳ２３で取得した対象図面情報Ｄ６の指示する少なくとも一つの対象図面に対
して、まずは第１抽出規則情報Ｄ４１を適用し、図面・頁・領域レベルの図面情報として
第１所在情報Ｄ７１を抽出する。
【０１１５】
　すなわち、ステップＳ２４の処理によって、第１抽出規則情報Ｄ４１の指示する第１の
抽出規則を満足する頁別図面情報を有する第１規則満足図面情報を抽出し、抽出された第
１規則満足図面情報内において、過去閲覧情報Ｄ２における注目領域情報が指示する注目
領域に対応する抽出注目領域を抽出し、図面種別及び頁名に関連付けて抽出注目領域を指
示する図面・頁・領域レベルの情報を第１所在情報Ｄ７１として抽出する。
【０１１６】
　なお、図面種別及び頁名の類似関係に関しては、第１抽出規則情報Ｄ４１内に類似情報
を設けたり、抽出規則適用部７に図面種別及び頁名の類似関係に判断する基準を持たせた
りすることにより、抽出規則適用部７が判断することができる。
【０１１７】
　また、対象図面情報Ｄ６の指示する少なくとも一つの対象図面が図面種別等の情報を含
んでいてもよいし、対象図面の図面種別や頁名等を、別途管理しておいても構わない。抽
出した第１規則満足図面情報の当該頁における注目領域は、第１抽出規則情報Ｄ４１の図
面種別と頁名に基づいて、上述したように、過去閲覧情報格納部２の過去閲覧情報Ｄ２か
ら取得することができる。この際、第１抽出規則情報Ｄ４１が指示する一つの頁別図面情
報に対し、抽出注目領域が複数存在しても構わない。
【０１１８】
　次に、ステップＳ２５において、第２抽出規則情報Ｄ４２を適用して、構造レベルのよ
り詳細な所在情報である第２所在情報Ｄ７２を抽出する。
【０１１９】
　すなわち、ステップＳ２５の処理によって、ステップＳ２４で抽出したそれぞれの第１
規則満足図面情報の抽出注目領域に対応して、第２抽出規則情報Ｄ４２が作成されている
場合、第１規則満足図面情報の抽出注目領域内において、第２抽出規則情報Ｄ４２の指示
する第２の抽出規則を満足する図面の構造情報である抽出構造情報が存在する場合、当該
抽出構造情報を指示する第２所在情報Ｄ７２を抽出する。
【０１２０】
　なお、構造情報の類似関係に関しては、第２抽出規則情報Ｄ４２に類似情報を設けたり
、抽出規則適用部７に構造情報の類似関係に判断する基準を持たせたりすることにより、
抽出規則適用部７が判断することができる。
【０１２１】
　なお、第１規則満足図面情報に含まれる頁別図面情報に対応して抽出注目領域が複数あ
る場合は、全ての抽出注目領域内について、抽出構造情報を探索する。
【０１２２】
　このように、第２所在情報Ｄ７２は、第１抽出規則情報Ｄ４１の指示する第１の抽出規
則を満足する第１規則満足図面情報の抽出注目領域内において、第２抽出規則情報Ｄ４２
の指示する第２の抽出規則を満足する図面の構造情報である抽出構造情報を指示している
。
【０１２３】
　次に、抽出規則適用部７は、ステップＳ２６において、第３抽出規則情報Ｄ４３の適用
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によって、抽出注目領域内の図面情報候補値Ｄ７３を抽出する。
【０１２４】
　すなわち、ステップＳ２６の処理によって、ステップＳ２４で抽出した頁別図面情報毎
に、第３抽出規則情報Ｄ４３の指示する文字規則情報と照らし合わせ、抽出注目領域内で
第３抽出規則情報Ｄ４３の第３の抽出規則を満足する文字情報が検出された場合、これを
図面情報候補値Ｄ７３として抽出する。なお、頁別図面情報に抽出注目領域が複数ある場
合は、全ての抽出注目領域内について、図面情報候補値Ｄ７３を抽出する処理を行う。
【０１２５】
　このように、図面情報候補値Ｄ７３は、第１規則満足図面情報の抽出注目領域内におい
て、第３抽出規則情報Ｄ４３の指示する第３の抽出規則を満足する図面の文字情報である
。
【０１２６】
　なお、文字情報の類似関係に関しては、第３抽出規則情報Ｄ４３に類似情報を設けたり
、抽出規則適用部７に文字情報の類似関係に判断する基準を持たせたりすることにより、
抽出規則適用部７が判断することができる。
【０１２７】
　次に、抽出規則適用部７は、ステップＳ２７の表示処理において、ステップＳ２４～２
６で抽出した、第１規則満足図面情報における、図面情報の所在情報Ｄ７１及びＤ７２と
図面情報候補値Ｄ７３のうち、少なくとも第１所在情報Ｄ７１を含む抽出支援情報Ｄ７に
基づく出力表示情報Ｄ１０５を表示装置１０５に出力し、表示装置１０５に出力表示情報
Ｄ１０５に基づく表示処理を行わせる。
【０１２８】
　図２３は図１９のステップＳ２７の表示処理の詳細を示すフローチャートである。以下
、同図を参照して、ステップＳ２７の表示処理の詳細について説明する。
【０１２９】
　まず、ステップＳ２７１において、表示装置１０５上での表示に必要な表示必要情報の
取得を行う。ここで、表示必要情報とは、ステップＳ２１で取得した現在抽出対象種別と
、ステップＳ２４～Ｓ２６で取得した抽出支援情報Ｄ７（図面情報の所在情報Ｄ７１及び
Ｄ７２と図面情報候補値Ｄ７３）と、第１抽出規則情報Ｄ４１の作業者重み情報とがある
。このように、表示必要情報は、抽出支援情報Ｄ７に加え、現在抽出対象種別の情報、及
び作業者重み情報が含まれる。
【０１３０】
　次に、ステップＳ２７２において、注目領域の可視化や、図面の頁中の注目領域内に共
通して現れる構造情報の強調表示を含む、ステップＳ２７１で取得した表示必要情報を加
工する処理を行う。注目領域の可視化の一例として、図１４や図２０で示す例では注目領
域表示エリア６４及び６５のように、注目領域毎に色を分けて表示している（図１４，図
２０上では砂地ハッチングで示している）。これら注目領域表示エリア６４及び６５によ
って、抽出された第１規則満足図面情報が指示する頁と同種の過去図面の頁との関係から
、過去の作業者がどの領域を注目したかを作業者が認識することができる。
【０１３１】
　また、構造情報の強調表示の一例として、図１４で示す例では構造強調表示６６及び６
７の枠部分を太く表示し、図２０で示す例では構造強調表示６６及び６７に付近に強調部
分を示すマーク「！」を表示している。これら構造強調表示６６及び６７によって、抽出
された結果の図面の頁と同一種別の図面の頁において、過去の作業者が注目した領域の中
で、共通して現れる構造情報を容易に見分けることが可能となる。
【０１３２】
　さらに、抽出規則適用部７は、第１規則満足図面情報が複数存在する場合、表示必要情
報に含まれる作業者重み情報に基づき、複数の第１規則満足図面情報における閲覧すべき
表示順序を指示する第１規則満足図面情報表示情報を生成する。例えば、作業者重み情報
の指示する作業者重みが大きい第１規則満足図面情報から優先的に表示されることを指示



(19) JP 2017-4094 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

する第１規則満足図面情報表示情報を生成する。
【０１３３】
　このように、ステップＳ２７２において、ステップＳ２７１で得た表示必要情報の一部
を加工する。
【０１３４】
　次に、抽出規則適用部７は、ステップＳ２７３において、ステップＳ２７１で得た表示
必要情報を、ステップＳ２７２で得た加工内容で加工して得られる出力表示情報Ｄ１０５
表示装置１０５に出力する。したがって、出力表示情報Ｄ１０５内に第１規則満足図面情
報表示情報が含まれる。
【０１３５】
　その結果、例えば、図１４に示すように、出力表示情報Ｄ１０５に基づき表示装置１０
５上で表示された図面情報抽出結果画面６１のタイトルバーに、ステップＳ２１で取得し
た抽出対象種別を表示している。さらに、図面情報抽出結果画面６１内において、図面情
報が存在する可能性のある第１規則満足図面情報の、図面名・頁名・頁内容の一覧表示で
ある対象図面表示エリア６２と、対象図面表示エリア６２から選択した頁内容の頁内容拡
大表示エリア６３と、図面情報の候補値の図面情報候補値表示エリア６８とを含む表示を
行っている。
【０１３６】
　対象図面表示エリア６２及び頁内容拡大表示エリア６３では、注目領域（砂地ハッチン
グで示す領域）の可視化と、構造情報の強調表示（太枠表示）を実施している。対象図面
表示エリア６２では、第１規則満足図面情報表示情報に沿って、作業者重み情報が指示す
る作業者重みが大きい図面の頁から順番に、上から下へと表示している。なお、必ずしも
作業者重み情報を抽出結果の複数の第１規則満足図面情報の表示順序の決定に使用する必
要はない。
【０１３７】
　以上、図１５のステップＳ２の抽出規則適用処理は、作業者が図面情報抽出作業を終え
るまで、繰り返し行われる。
【０１３８】
　図１９に戻って、ステップＳ２７で表示処理を終了すると、ステップＳ２１に戻り、再
び作業者が抽出しようとしている現在抽出対象種別の判断を行う。ここで、作業者が抽出
しようとしている現在抽出対象種別に変化があった場合、ステップＳ２２以降の処理を改
めて実行する。
【０１３９】
　（効果等）
　以上説明したように、実施の形態１の図面情報抽出装置１００（１００Ｘ）は、図面情
報を抽出するための手掛かりとなる抽出支援情報Ｄ７が抽出規則適用部７により取得され
、抽出支援情報Ｄ７に基づく出力表示情報Ｄ１０５が表示装置１０５で表示されるため、
作業者の経験が少なくとも、抽出作業の時間が短縮され、効率的な図面情報抽出作業が可
能となる。
【０１４０】
　すなわち、図面情報抽出作業をする際の手掛かりとなる抽出支援情報Ｄ７を抽出規則適
用部７によって修得し、抽出支援情報Ｄ７を含む出力表示情報Ｄ１０５を出力装置である
表示装置１０５上に表示（作業者が視覚認識できる態様で出力）することにより、経験が
少ない作業者においても、抽出支援情報Ｄ７を参照しつつ図面情報抽出作業を行うことが
できるため、図面情報抽出作業の時間が短縮され、効率的な図面情報抽出作業が可能とな
る。
【０１４１】
　また、過去に行われた図面情報抽出作業の過程と結果の情報である過去蓄積情報Ｄ８と
して、過去図面情報Ｄ１、過去閲覧情報Ｄ２及び過去抽出結果情報Ｄ３を過去情報蓄積部
８（過去図面格納部１、過去閲覧情報格納部２、及び過去抽出結果格納部３）に蓄積する
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ことにより、抽出規則作成部４は、より有益な抽出支援情報Ｄ７を得るための抽出規則情
報Ｄ４を作成することができる。
【０１４２】
　加えて、抽出規則情報Ｄ４として、図面情報抽出作業で必要とする図面情報が存在する
可能性の高い図面種別及び頁名の組み合わせにより分類された頁別図面情報を有する第１
抽出規則情報Ｄ４１（第１の第１抽出規則情報）を用いている。このため、第１抽出規則
情報Ｄ４１に基づく第１の抽出規則（図面種別及び頁名の組み合わせが同一または類似）
を満足する、対象図面情報Ｄ６が指示する少なくとも一つの対象図面内における抽出注目
領域を、抽出支援情報Ｄ７の第１所在情報Ｄ７１として現在の作業者に提供できる。この
ため、閲覧すべき図面の頁と、当該頁内における着目すべき領域が限定され、効率的な図
面情報抽出作業が可能となる。
【０１４３】
　すなわち、抽出規則適用部７は、抽出支援情報Ｄ７として、図面情報が存在する可能性
のある図面・頁の情報と過去の作業者が同種の図面の頁中のいずれの領域を注目したかと
いう情報とを第１所在情報Ｄ７１として取得できるため、閲覧する図面・頁と、頁中の領
域を限定することが可能となる。
【０１４４】
　さらに、抽出規則情報Ｄ４として、図面情報抽出作業で必要とする図面情報が存在する
可能性の高い構造情報を含む第２抽出規則情報Ｄ４２（第２の抽出規則情報）を用いてい
る。このため、第２抽出規則情報Ｄ４２の指示する第２の抽出規則を満足する図面の構造
情報である抽出構造情報を抽出支援情報Ｄ７の第２所在情報Ｄ７２として現在の作業者に
提供できる。その結果、現在の作業者が注視すべき図面中の構造を認識することにより、
より効率的な図面情報抽出作業が行える。
【０１４５】
　すなわち、抽出規則適用部７は、抽出支援情報Ｄ７として、過去の作業者が注目した頁
中に共通して現れる構造情報である第１所在情報Ｄ７１を取得できるため、作業者が注意
深く見るべき構造を知ることが可能となる。
【０１４６】
　また、抽出規則情報Ｄ４として、図面情報抽出作業で必要とする図面情報が存在する可
能性の高い文字規則情報を指示する第３抽出規則情報Ｄ４３（第３の抽出規則情報）を用
いている。このため、第３抽出規則情報Ｄ４３の指示する第３の抽出規則を満足する図面
の文字情報を抽出支援情報Ｄ７の図面情報候補値Ｄ７３として現在の作業者に提供できる
ため、現在の作業者が注視すべき図面中の文字を認識することにより、より効率的な図面
情報抽出作業が行える。
【０１４７】
　すなわち、抽出規則適用部７は、抽出支援情報Ｄ７として図面情報の候補値である図面
情報候補値Ｄ７３を取得できるため、抽出時間の短縮が可能となる。
【０１４８】
　さらに、抽出規則適用部７は、第１規則満足図面情報が複数存在する場合、複数の第１
規則満足図面情報における閲覧すべき表示順序を指示する第１規則満足図面情報表示情報
を出力表示情報Ｄ１０５に含めることにより、作業者は複数の第１規則満足図面情報間に
おける作業者重みを反映した優先準位を表示順序から容易に認識することができるため、
図面抽出作業の時間が短縮され、より効率的な図面情報抽出作業が可能となる。
【０１４９】
　＜実施の形態２＞
　（構成）
　実施の形態１では、過去情報蓄積部８に予め格納された固定の過去蓄積情報Ｄ８に基づ
いて、抽出規則作成処理や抽出規則適用処理を実行したが、実施の形態２においては、過
去蓄積情報Ｄ８を適宜更新していくことによって、次回以降の作業では、より多くの図面
情報抽出作業の結果を基に、抽出規則作成処理を実行するようにしている。実施の形態２
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では、過去情報蓄積部８に格納する過去蓄積情報Ｄ８の作成及び更新する機能を設けたこ
とを特徴としている。
【０１５０】
　実施の形態２の図面情報抽出装置２００は、図２のブロック図に示す図面情報抽出装置
１００と同様なハードウェア構成であってもよいし、図３のブロック図に示す図面情報抽
出装置１００Ｘと同様なハードウェア構成であってもよい。
【０１５１】
　図２４は、図２で示した図面情報抽出装置１００、あるいは図３で示した図面情報抽出
装置１００Ｘと同様なハードウェア構成によって実現される、実施の形態２の図面情報抽
出装置２００の各機能を実現する構成部を示すブロック図である。
【０１５２】
　以下、図４で示した実施の形態１の図面情報抽出装置１００と同様な構成部は同一符号
を付して説明を適宜省略し、特徴部分を中心に説明する。
【０１５３】
　同図に示すように、実施の形態２の図面情報抽出装置２００は新たに過去情報更新部９
を設けたことを特徴とする。過去情報更新部９は対象図面格納部６より対象図面情報Ｄ６
、入力装置１０４より作業者操作関連情報Ｄ１０４を受ける。そして、過去情報更新部９
は、対象図面情報Ｄ６及び作業者操作関連情報Ｄ１０４に基づき、作業者の現在の図面情
報抽出作業の作業内容に反映させて過去蓄積情報Ｄ８を更新する。なお、過去情報更新部
９は、例えば、中央演算処理装置１０１，２０１によるコンピュータプログラムの実行に
よって実現される（図２，図３参照）。また、過去情報更新部９においても、抽出規則適
用部７が用いたＧＵＩを利用する態様も考えられる。
【０１５４】
　このように、過去情報更新部９は、対象図面情報Ｄ６及び作業者操作関連情報Ｄ１０４
に基づいて、現在行われている図面情報抽出作業において、作業者が注目した図面・頁・
領域の情報と、作業者が抽出した図面情報の結果と、図面情報の抽出に用いた対象図面を
取得し、過去情報蓄積部８に格納する新たな追加データの作成を行い、追加データによっ
て過去蓄積情報Ｄ８を更新する。
【０１５５】
　（内部処理）
　次に、図１５、図２５、図２６に示すフローチャートを用いて、実施の形態２の図面情
報抽出装置２００の内部処理手順を説明する。
【０１５６】
　実施の形態２では、一部の態様について、過去情報蓄積部８が蓄積されていない状態で
の動作も考えられる。
【０１５７】
　（態様１）
　実施の形態２でも、図１５の実施の形態１と同様、ステップＳ１～Ｓ３のみを実行する
態様が考えられる。
【０１５８】
　（態様２）
　図２５は、実施の形態２の図面情報抽出装置２００において、過去情報の更新のみ行う
態様の内部処理手順を示すフローチャートである。以下、同図を参照して過去情報の更新
処理を説明する。
【０１５９】
　図２５で示す態様２は、ステップＳ４１において、入力装置１０４から得られる作業者
操作関連情報Ｄ１０４に基づいて、作業者が現在抽出しようとしている抽出対象種別であ
る現在抽出対象種別を取得する。ステップＳ４１の処理は、実施の形態１における、図１
９のフローチャートのステップＳ２１と同様である。
【０１６０】
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　そして、ステップＳ４２において、作業者操作関連情報Ｄ１０４に基づき、作業者が注
目した図面・頁・注目領域の情報と、作業者によって抽出された図面情報を含む、更新用
図面情報を取得する。
【０１６１】
　図面情報の抽出作業中に作業者が注目した図面・頁・領域の情報を取得するために、対
象図面に対する作業者の操作や関心領域を含む情報等を利用する。例えば、図２０に示す
ＧＵＩの規則更新選択ラジオボタン７２を選択し、図面表示ボタン５１５を実行する事で
、対象図面表示エリア６２Ｂに表示される対象図面から、どの図面・頁を選択したかを、
マウス等の入力装置１０４によって取得する等が考えられる。
【０１６２】
　また、注目領域を取得するために、例えば、既存のアイトラッカー等の入力装置１０４
によって作業者の視線情報を取得し、図２０に示す対象図面表示エリア６２中のどの領域
がよく注目されたかを、円形の領域として取得する等が考えられる。作業者が一定時間以
上注視した座標を円の中心座標（ｘ，ｙ）とし、半径をｒとすると、注目領域は（ｘ，ｙ
，ｒ）と表すことができる。なお、例えば半径ｒには固定値を利用する等が考えられる。
【０１６３】
　加えて、入力装置１０４を用いて、図２２で示した抽出結果入力画面５２上で、作業者
が識別番号（“００”，“０１”）や名前（「入力Ａ」，「入力Ｃ」）を入力することに
より、作業者が抽出対象種別を「入力信号」とした場合の抽出結果の入力処理が行えるた
め、この抽出結果から過去抽出結果情報Ｄ３に必要な情報を得ることもできる。
【０１６４】
　さらに、注目領域における構造情報及び文字情報は、対象図面情報Ｄ６に含まれる部品
情報Ｄ５１（図１７参照）及び文字情報Ｄ５２（図１８参照）から自動的に取得すること
もできる。
【０１６５】
　なぜなら、部品情報Ｄ５１及び文字情報Ｄ５２はそれぞれ座標情報を有しており、過去
図面情報Ｄ１内の部品情報Ｄ５１及び文字情報Ｄ５２を参照することにより、該当頁名の
図面のどの座標位置にどのような構造情報及び文字情報が存在するかを検出することがで
きるからである。
【０１６６】
　したがって、ステップＳ４２で得られる更新用図面情報として、過去図面情報Ｄ１、過
去閲覧情報Ｄ２及び過去抽出結果情報Ｄ３それぞれの更新に必要な情報を含めることがで
きる。
【０１６７】
　その後、ステップＳ３において、作業者による図面情報抽出作業の終了の有無が確認さ
れ、終了が確認された場合(YES)はステップＳ４４に移行し、確認されない場合(NO)はス
テップＳ４１に戻る。以降、ステップＳ３がＹＥＳとなるまで、ステップＳ４１，Ｓ４２
及びＳ３の処理が繰り返される。
【０１６８】
　作業者の図面情報抽出作業が終了すると、過去情報更新部９は、ステップＳ４４におい
て、過去蓄積情報Ｄ８の更新が可能か否かをチェックする。例えば、更新が不可能な場合
は、更新可能となるまで処理を中断する等が考えられる。更新が可能となれば、以降のス
テップＳ４５～４７によって、過去情報更新処理を行う。
【０１６９】
　過去情報更新処理において、まずは、ステップＳ４５で、過去図面格納部１の過去図面
情報Ｄ１を更新する。ステップＳ４２で取得した更新用図面情報に基づき、作業者が注目
した対象図面を過去図面格納部１に保存する。
【０１７０】
　次に、ステップＳ４６で、過去閲覧情報格納部２の過去閲覧情報Ｄ２を更新する。ステ
ップＳ４１で取得した現在抽出対象種別と、ステップＳ４２で取得した作業者が注目した
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図面・頁・領域の情報と、作業者重み情報を関連付け、過去閲覧情報格納部２に保存する
。
【０１７１】
　なお、図２０の操作画面５０に示すように、図面情報抽出作業中に作業者入力エリア７
４及び重み入力エリア７５に作業者の識別情報及び作業者重みを作業者が入力することに
より、作業者が注目した図面・頁・領域の情報と、作業者重み情報の関連付けが可能であ
る。
【０１７２】
　次に、ステップＳ４７で、過去抽出結果格納部３の過去抽出結果情報Ｄ３を更新する。
ステップＳ４１で取得した現在抽出対象種別と、ステップＳ４２で取得した、作業者によ
って抽出された図面情報を関連付け、過去抽出結果格納部３に保存する。
【０１７３】
　以上説明したように、実施の形態２の図面情報抽出装置２００の図２５で示す態様２で
は、過去情報更新部９による過去蓄積情報Ｄ８の更新が可能であり、過去蓄積情報Ｄ８が
蓄積されていない場合でも、新たに過去蓄積情報Ｄ８を作成できる。
【０１７４】
　（態様３）
　図２６は、実施の形態２の図面情報抽出装置２００において、抽出規則適用処理の後に
過去情報の更新を行う態様の内部処理手順を示すフローチャートである。以下、図１５，
図２５と同じ処理に関して、図２６において同一符号を付して説明を適宜省略しつつ、特
徴部分を中心に説明する。
【０１７５】
　図２６で示す態様３では、まずステップＳ１の抽出規則作成処理と、ステップＳ２の抽
出規則適用処理を行う。そして、ステップＳ４１Ｘにおいて、入力装置１０４から得られ
る作業者操作関連情報Ｄ１０４に基づいて、現在抽出対象種別を認識する。なお、ステッ
プＳ４１Ｘの処理は、ステップＳ２内のステップＳ２１の処理で得られた現在抽出対象種
別を利用することにより省略することができる。
【０１７６】
　そして、ステップＳ４２Ｘにおいて、図２５のステップＳ４２と同様、作業者操作関連
情報Ｄ１０４に基づき、作業者が図面情報抽出作業時に注目した図面・頁・注目領域の情
報と、作業者によって抽出された図面情報を含む更新用図面情報を取得する。この際、実
図２６で示す態様３では、抽出支援情報Ｄ７（第１所在情報Ｄ７１、第２所在情報Ｄ７２
及び図面情報候補値Ｄ７３）が提供される環境下で更新用図面情報を取得することができ
る。
【０１７７】
　例えば、図２０に示すＧＵＩの表示エリア６２Ａに、抽出規則適用部７の抽出支援情報
Ｄ７が指示する図面情報に対応する第１規則満足図面情報の一覧が表示され、対象図面表
示エリア６２Ｂに、抽出支援情報Ｄ７が指示する図面情報に対応しない対象図面の一覧が
表示された状態で、ステップＳ４２Ｘを行うことが可能である。この状態で、図２０に示
すＧＵＩの規則更新選択ラジオボタン７２を選択し、対象図面表示エリア６２Ａ，６２Ｂ
から、どの図面・頁を選択したかを、マウス等の入力装置１０４によって取得する等が考
えられる。
【０１７８】
　注目領域、過去抽出結果情報Ｄ３、注目領域における構造情報及び文字情報の取得につ
いては、図２５の態様と同様である。したがって、ステップＳ４２Ｘで得られる更新用図
面情報として、過去図面情報Ｄ１、過去閲覧情報Ｄ２及び過去抽出結果情報Ｄ３それぞれ
の更新に必要な情報を含めることができる。
【０１７９】
　その後、ステップＳ３において、作業者による図面情報抽出作業の終了の有無が確認さ
れ、終了が確認された場合(YES)はステップＳ４４に移行し、確認されない場合(NO)はス
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テップＳ２に戻る。以降、ステップＳ３がＹＥＳとなるまで、ステップＳ２，Ｓ４１Ｘ，
Ｓ４２Ｘ及びＳ３の処理が繰り返される。
【０１８０】
　ステップＳ４４以降は、図２６で示したステップＳ４４～Ｓ４７と同様の処理が実行さ
れる。
【０１８１】
　以上説明したように、実施の形態２の図面情報抽出装置２００の図２６で示す態様３で
は、抽出規則を適用しながら過去情報の更新を行うことより、作業者による図面情報抽出
作業を容易にする環境下で過去蓄積情報Ｄ８を更新することがきるため、より適切な内容
で過去蓄積情報Ｄ８を更新することが期待できる。
【０１８２】
　なお、本発明は、その発明の範囲内において、各実施の形態を自由に組み合わせたり、
各実施の形態を適宜、変形、省略したりすることが可能である。
【符号の説明】
【０１８３】
　１　過去図面格納部、２　過去閲覧情報格納部、３　過去抽出結果格納部、４　抽出規
則作成部、５　抽出規則格納部、６　対象図面格納部、７　抽出規則適用部、８　過去情
報蓄積部、９　過去情報更新部、１００，１００Ｘ，２００　図面情報抽出装置、１０４
　入力装置、１０５　表示装置。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図２１】
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